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生徒の自己指導能力の育成を図る特別活動の実践研究 

― 自己決定を促す学校行事活動シートの活用 ― 

総合支援部 高等学校支援課 長期研修員 松本 剛 

 

１ 主題設定の理由 

  これからの時代に求められる教育の実現に向け、2018 年に学習指導要領が、2022 年に生

徒指導提要がそれぞれ改訂された。今回の改訂は、将来の変化を予測することが困難な未

来社会を担うこどもたちが、社会の変化に受け身でばかりいるのではなく、その可能性を

見出し、よりよい社会と豊かな人生を自ら創り出すために必要な資質・能力を育成するこ

とを目指して行われたものである。 

生徒指導提要（2022）によれば、生徒指導は、「児童生徒一人一人の個性の発見とよさや

可能性の伸長と社会的資質・能力の発達を支えると同時に、自己の幸福追求と社会に受け

入れられる自己実現を支えること」を目的としている。そして、生徒指導の目的を達成す

るためには、生徒自身が自己指導能力を身に付けることが重要である。この目的達成のた

めには、(1)自己存在感の感受、(2)共感的な人間関係の育成、(3)自己決定の場の提供の３

つの実践上の視点が必要となってくる。一方で、高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）

解説特別活動編によれば、特別活動の目的は、「「集団や社会の形成者としての見方・考え

方」を働かせながら「様々な集団活動に自主的、実践的に取り組み、互いのよさや可能性

を発揮しながら集団や自己の生活上の課題を解決する」ことを通して、資質・能力を育む

ことを目指す」と示され、これを達成するための３つの指導上の視点は(1)人間関係形成、

(2)社会参画、(3)自己実現となっている。それぞれの３つの視点には共通点が多く、生徒

指導と特別活動には、密接な関係があると言える。生徒指導提要（2022）にも「特別活動

の指導は、生徒一人一人の生活や集団での協働的に活動する場面において、児童生徒の自

主性や自発性を尊重しながら展開されるものである。生徒が主体となり積極的な学習活動

が展開されるには、教員の深い生徒理解を基にした生徒指導の充実が不可欠である」と示

されている。また、国立教育政策研究所が発行する生徒指導リーフの中でも、「特別活動の

主たる目標は、望ましい集団活動を通して、自主的、実践的な態度を育成することや、自

己の生き方についての考えや自覚を深め、自己を生かす能力を養うことであり、こうした

目標を持つ特別活動の取組は、児童生徒の健全育成を目指す生徒指導の実践そのものであ

る」としており、特別活動は、生徒指導の機能を教育活動の中で実践する重要な領域であ

る。 

研究協力校は、「幅広い人間性を育む教育活動を通して、社会に貢献しようとする志を持

ち、最善を尽くして 21 世紀に自らの人生を切り拓き生き抜く人材の育成」を目指してい

る。「社会に貢献しようとする志を持ち」、「自らの人生を切り拓き生き抜く人材」になるた

めには、生徒が自己指導能力を身に付ける必要があると考える。今回の実践を通して、生

徒の自己指導能力の育成を図る教育活動の推進は、研究協力校の学校教育目標の実現にも

つながると考えた。 
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２ 研究の目的 

本研究では、研究協力校において、生徒指導の機能を活かした特別活動での研究実践を

行い、生徒の自己指導能力の変容について検証する。 

 

３ 研究の方法 

研究協力校において特定のクラスを対象に次の方法で研究を行う。 

(1) 自己指導能力に関する事前調査を全ての生徒に実施し、現在の状況を把握する。 

(2) 生徒指導を活かした特別活動（学校行事・生徒会活動）についての提案を研究協力校

の教員に対して行う。 

(3) 研究協力校の教員が(2)の提案を踏まえた特別活動の実践を行う。 

(4) 事後調査を実施し、研究実践の効果について検証する。 

 

４ 研究の内容 

(1) 研究協力校の実態と分析 

ア 研究協力校の概要 

    研究協力校は各学年が普通科８クラス、理数科１クラスで構成されている。第２学

年普通科８クラスの内訳としては、文系５クラス、理系３クラスとなっている。 

        研究対象は、第１・２学年とし、各学年２クラスで実践を行った。 

イ 事前調査の実施（５月下旬） 

現状における生徒の実態を把握するため、生徒指導の実践上の３つの視点（「自己存

在感」、「共感的な人間関係」、「自己決定」）をもとに質問を作成し、Google フォーム

にて調査を行った。質問は６件法で実施し、「６：よくあてはまる」、「５：あてはまる」、

「４：どちらかというとあてはまる」、「３：どちらかというとあてはまらない」、「２：

あてはまらない」、「１：全くあてはまらない」から最適なものを選択する形式とした。

以下の分析では、「６：よくあてはまる」～「４：どちらかというとあてはまる」を「肯

定群」、「３：どちらかというとあてはまらない」～「１：全くあてはまらない」を「否

定群」とした。 

(2) 研究の提案 

 ア 目標設定理論に基づいた、学校行事における取組の提案 

研究協力校の学校行事では、生徒が行事に取り組む際、目標を持たないまま行われ

ることが多く、「何を目的としているのか」や、「どういった力を身に付けさせたいの

か」が不透明となっている。振り返りは行っているが、目標を設定していないため、

成果の測定が困難であり、正しい振り返りができているとはいえない。また、行事に

対しての振り返りをするだけでは、行事同士のつながりが感じられない。自己指導能

力の育成につなげるためには、前の行事で得た知識や経験を、今後の学校生活や次の

行事でどう活かすのかを考察し、行動に移すかが必要になる。 
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図１は今回の研究で

取り組む学校行事のイ

メージである。Ｅ・Ａ・

ロックらの目標設定理

論によれば、「具体的な

目標」、「難易度の適切さ

を意識した目標設定」と

「振り返りとフィード

バック」を正しく行うこ

とが、個人のパフォーマ

ンスや達成感を向上さ

せる効果があるとされている。そのため、本研究では学校行事目標シートを用いて、

行事前に「目標設定」、行事後に「振り返り」を行っていく。そして、学校行事目標シ

ートの記述をもとに教員が生徒に「フィードバック」を行うことで、次の行事に対し

ても、高い意識で行事に取り組むことが期待できると考えた。そのために、生徒が自

ら目標作成や振り返りができ、教員が適切なフィードバックが行えるシートの内容を

検討した。 

   イ 自己決定理論に基づいた、学校行事目標シートの内容についての提案 

    図２は自己決定理

論に基づく、自己決

定の６段階を表にし

たものである。自己

決定理論とは、Ｅ・

Ｌ・デシらによって

構築された動機づけ

の理論である。人が

意欲的に行動するた

めには、「自分自身の

選択で行動してい

る」と感じられるかどうかが重要であると言われている。自己の選択・決定が前提と

される目標作成を行い、自身の行動を動機づけることで、学校行事の意欲を高めるこ

とができると考えた。 

    外発的動機づけとは、人為的な刺激による動機づけのことである。その中でも、自

己決定の程度が最も低い「外的調整」は、「叱られたくないから行動する」など報酬や

罰などの外発的圧力によって行動が調整されている状態を表す。「取り入れ的調整」は、

「恥をかきたくない」など、他人からどう見られるかという自尊心を維持するために

行動が調整されている状態を表す。この２つの状態では、自己決定の度合いは低く、

図２ 自己決定の６段階（櫻井 2009）を元に作成 

図１ 本研究の学校行事のイメージ 
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モチベーションや成果に悪影響を与えてしまう。 

一方、「同一化的調整」は、「自分にとって必要だから」など自分にとって価値があ

るかどうかが行動の理由となり、この段階から行動の理由が内在化されていく。外発

的動機づけの段階の中で最も自己決定性が高い状態である「統合的調整」は、「自分ら

しさのため」など行動の理由が自分の価値観と一致しており、行動に対し違和感なく

取り組める状態をいう。内発的動機づけの段階は、行動の内容自体に対する純粋な興

味・関心・楽しさから行動する場合を指す。「楽しいから」、「好きだから」という理由

で行動を起こすという状態である。 自己決定理論では、外発的動機づけと内発的動機

づけが一直線上にあるものとして捉えており、外発的動機づけと内発的動機づけは対

立するものではなく、自己決定性を高めていくことで、その段階の移行が可能になる

と考えられている。本研究では、生徒が「同一化的調整」、「統合的調整」の段階まで

目標作成ができるような学校行事目標シートの作成を目指した。 

(3) 学校行事目標シート（以下、「行事シート」という）を活用した実践 

ア 行事シート Ver.1 の作成 

 

図３は目標設定理論と自己決定理論を基に作成した行事シート Ver.１である。(2)

で述べたように、目標が明確になることで、行事に対して主体的に行動できる生徒が

増加すると考え、生徒が目標作成をしやすい行事シートとなっている。 

あらかじめ９つの目標を設けており、上の行から順に、「自己存在感」、「共感的な人

間関係」、「自己決定」に関する内容であり、左の列から順に、「自分」、「仲間」、「学校」

単位で目指してもらいたい内容となっている。例えば、右上の目標であれば、行動の

対象を学校とした目標であり、達成することで自己存在感の感受が見込まれるもので

ある。それぞれの目標に対して、【Ａ：目標は取り組みつつ、加えて自分の考えを行動

に実行する】、【Ｂ：目標を意識して取り組む（取り組む内容を具体的に考え、行動に

図３ 行事シート Ver.1 

個人 クラス 学校 



- 5 - 

 

移す）】、【Ｃ：目標に取り組んでみようと意識する】として行事を行う前に目標を立て

る。ＡとＢに関しては下の欄に具体例や考えを記入する。 

目標をこちらで定めた理由としては３点ある。１点目は、特別活動を通して学校と

してのねらいや生徒が身に付けて欲しい資質や能力を明確にするためである。２点目

は、「自分で挑戦できそうな目標を選択する」ことで意思決定を迅速に行うことができ

るだけでなく、目標に具体性をもたせることができるからである。行事に対しての目

標を生徒自身が一から考えると、漠然とした目標になりがちである。ある程度取り組

むべき内容や事柄がある方が、生徒もどのように行動していけば良いのかイメージが

しやすくなると考えた。３点目は、(2)でも述べた、目標設定理論と自己決定理論で重

要な「難易度の適切さ」と「自己決定性」が調整しやすい点である。教員が生徒の実

情に合わせた目標を立てることで、生徒が行動しやすく最適な難易度での目標作成が

可能となると考えた。 

行事終了後、２点に対して振り返りを行っていく。１点目は、行事前に作成した目

標に対しての振り返りである。最初に、【Ａ：目標に加えて、自分の考えを行動に移す

ことができた】、【Ｂ：目標通り頑張ることができた】、【Ｃ：取り組むことができなか

った】としてＡ～Ｃの記号で結果を書いていく。自分が作成した目標を、行事を通し

てどの程度達成できたのかを考えることで、自分の行動を振り返りやすくなる。また、

クラスや学校のためにどのように貢献できたのかを見つめ直す手助けになると考えた。

２点目は、行事を通しての、自分と友人の新しい発見に対する振り返りである。これ

らは、自ら作成した目標に向けて全力で取り組んだからこそ見つけられるものである。

行事の中で主体的に自分が行動することで得られる「自己存在感」と、仲間と積極的

に関わることで見つけることができる「共感的な人間関係」を育むことができると考

えた。 

最後に、今回の行事で得た経験を活かして、次の行事までの期間にできる自分の計

画とクラスでの目標を考えていく。行事と行事の間の期間も、自分自身・クラスでの

行動や活動に意味を持たせること、次の行事前に行う目標設定が円滑に進むことをね

らいとしている。また、クラスという集団で次の行事までにできる取組を考え、共有

することで「自己決定」と「共感的な人間関係」の育成につながると考えた。 

イ 行事シート Ver.1 での実践（文化祭・運動大会・体育大会） 

(ｱ) 目標作成と振り返りの記述 

図４ 行事シートの生徒記入一例（目標と振り返り） 
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図４は、実際に生徒が作成した目標と振り返りである。与えられた目標から生徒自

身が具体的な行動を考えることで、意識して活動ができていることが読み取れる。ま

た、行事を楽しむためには、自分だけでなく、クラスの仲間や運営する生徒の気持ち

まで考えることの重要性が理解できている内容となっている。 

振り返りでは、目標作成で考えた内容を行動に移すことができたことが伺える。自

分に立てた目標も、他者にまで目を向け、仲間に対して声掛けするなどの実践するこ

とができた。具体的な行動目標を事前に考え、意識して行事に取り組んだことによる

ものだと考えられる。 

(ｲ) 改良に向けて 

 行事シートを使っての実践を数回行う中で、Ver.１の行事シートでは目標作成に時

間がかかる点、与えられている目標が作為的に感じられる点、構成が複雑である点、

友人の新しい発見が活用できていない点が課題に挙げられた。また、教員が作成する

分量も多いことから、負担感の軽減が必要だと感じた。 

そこで、生徒の作成時間の削減と簡素化を目的として、「対象」と「行動の価値付け」

を選択形式にした。これにより、生徒の目標作成の時間短縮だけでなく、「誰のために」、

「何のために」を考えて具体的な行動を考えているのかが一目見て分かるようになっ

た。また、行動の価値付けを生徒自身が考えることで、自己決定理論における「同一

化的調整」や「統合的調整」の段階での目標作成の手助けになる。さらに、教員側か

ら誘導し過ぎないことで、目標をより自分らしいものとすることができる。教員が考

える部分としては、対象と行動の価値付けだけであり、最小限の負担で済ませること

ができると考えた。 

ウ 行事シート Ver.２の作成 

図５は、(ｲ)改良に向けてを基に作成した行事シート Ver.２である。目標提示を行

わない代わりに、行事目的を入れた。学校として考える「行事を通して生徒に身に付

けさせたい力」を表記することで、行事の目的を整理し目標作成のための指針になる

と考えたからである。 

目標作成では、左側が「自己存在感」の感受を高める目標、右側が「共感的な人間

関係」を育む目標となっている。「自己存在感」を強調するために「～の一員として」、

「共感的な人間関係」を強調するために「～の気持ちを考えて」という語句を入れて

いる。Ver.１とは違い、Ver.２では「自己決定」の目標に関しては作成しない。自分

自身で目標を定め、具体的にどのようなことを行えば良いのかを考え、行動すること

自体が「自己決定」につながると考えたからである。 

振り返りでは、目標に対する達成度を 100 点満点で数値化した。Ａ～Ｃでは抽象的

で、正確な達成度を明記することができないと考えたからである。また、達成度を正

しく付けることで３点の効果を期待した。１点目は自己改善の意識が高まる点である。

自分で点数をつけることにより、評価基準が自分の中で明確になり、今後の改善点を

具体的に意識することができる。点数が低い場合でも、次の行事に向けてどう改善す
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るかを考える姿勢が身に付く

と考えた。２点目は、振り返り

の深さが増す点である。なぜ

その点数をつけたのかを下の

欄に具体的に記述することで

自分自身の努力や疎かにして

しまった部分を客観的に見直

すきっかけになると考えた。

３点目は、生徒自身がフィー

ドバックを受け入れやすくな

る点である。自分がつけた点

数について、教師やクラスメ

イトからの評価や意見を照ら

し合わせることで、新たな気

付きを得ることができると考

えた。 

Ver.１でも行っていた、自

分と他者の新しい気付きを書

く欄は継続したが、Ver.２で

は友人の名前を書く欄を設けた。記名式にすることで、行事後に行うフィードバック

で名前を書かれた生徒に声掛けするなど活用しやすくなっている。 

研修旅行と保育体験実習が実践研究での最後の学校行事になったため、次の行事に

向けての記述欄は省略されている。次の学校行事があれば、Ver.１同様に個人やクラ

スでの目標を考える欄は作成する。 

エ 行事シート Ver.２での実践（修学旅行・保育体験実習） 

  (ｱ) 目標作成の記述 

図６は、実際に生徒が考えた

保育体験実習と研修旅行での目

標作成の一例である。漠然とし

た「頑張る」や「行動する」で

はなく、具体的な内容まで記入

していることが見て取れる。目

標作成の所要時間も数分程度で

行うことができ、生徒の負担感

の軽減を図った。 

    記述の中には行動の価値付け

を２つ行った生徒や、第三者（一

図５ 行事シート Ver.２ 

図６ 生徒記入一例（目標） 
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般のお客様）に対しての目標を考えることができた生徒、赤と青の２種類のペンを

使うことでそれぞれの対象に対して違った目標を考えた生徒もいた。集団の中での

自分の存在意義や様々な人の立場になって考えることで、具体的な目標を想像しな

がら記述することができた。対象や価値付けの部分を、学校目標に合わせてこちら

で用意するだけで、教員の準備も最小限に済ませることができた。 

(ｲ) 振り返りの記述 

   図７は、保育体験実習と研修

旅行における生徒が記入した振

り返りになる。目標に対して具

体的な振り返りができているこ

とが見て取れる。中には、目標に

対する達成度が高得点である

が、自分に足りなかった部分や

もう少し改善できた点まで記入

し、次につなげようとするもの

もあった。 

  図８は、保育体験実習と研修

旅行における生徒が記入した自

分の新しい発見である。目標を

立て、行事に真剣に向き合うこ

とで得られる自分の気付きは、

今後の学校生活でも必要になっ

てくる。これが生徒の自信につながり、次の挑戦への手助けになると考えられる。 

オ 行事間でのフィードバック 

図９は、行事シートに記載されている内容

を全体で共有を図るクラス掲示である。仲

間の「行事に対する取組」や「行事を通して

の発見」等をまとめたものとなっている。行

事に対する考え方の共有や、行事を通して

の頑張りを評価することで、自身の行動に

自信がつくだけでなく、協調性を養うこと

が期待できる。行事シートを電子化しなか

ったのは、生徒自身が書いた文字を大切に

したかったからである。自分が書いた文章

や文字が載ることで生徒は喜びや達成感を

感じると考えた。この経験が次の行事に向

けての意欲につながり、さらなる挑戦につ

図９ 振り返りシートの共有を図る 

クラス掲示 

図７ 生徒記入一例（振り返り） 

図８ 生徒記入一例（自分の新しい発見） 
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ながっていく。 

  行事シートは面談等でも活用することができ、生徒の頑張りや努力に対するフィー

ドバックを適切に行うことができる。作成した行事シートでは、目標作成の目的、具

体的な目標、それに対する振り返り、自分と友人の良かった点等、生徒に還元できる

内容が多く含まれている。行事シートに書かれている記述を通して生徒の成長を認め、

教員が最適な声掛けをすることで、生徒の自己指導能力が育成されていくと考える。 

(4) 事後アンケートの実施（11 月下旬） 

全４回の学校行事を通して、生徒の意識に変化があったかを見取るため、事後調査を

事前調査と同じ内容で 11 月下旬に実施した。結果の分析は、事前・事後とも調査を回収

した生徒を対象とし、事前・事後調査での変化を見た。シートを使用した群を、「実践あ

り」(148 名)とし、シートを使用していない群を「実践なし」(485 名)とする。 

  ア 生徒の変容 

   (ｱ) 自己決定に関する変容 

図 10 のとおり「集団で活動を行う際、自分の考えを持ち、行動することができ

た」、「自分たちで目標や約束事、ルールなどを考えたり、話し合ったりして決める

機会があった」という「自己決定」に関する質問において、「実践あり」の肯定群は

事前調査と比較し事後調査が有意に高かった（ウィルコクソンの符号付順位検定、

p<.05）。一方、「実践なし」の肯定群は有意に高いとは言えなかった（ウィルコクソ

ンの符号付順位検定、p>.05）。行事シートを使用したことで生徒が自己決定する機

会が増加しただけでなく、その考えをもとに行動に移しやすくなったと推察される。

また、自己決定を通して自分の意見や考えを持つことで、積極的に他者に伝える機

会が増加したと考えられる。 

(ｲ) 自己存在感に関する変容 

図 11 のとおり「学校内で自分が輝ける場所があった」、「自分には学校生活の中で

図 11 自己存在感に関する調査

図 10 自己決定に関する調査結果(％) 
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出番や役割があった」という「自己存在感」に関する質問において、「実践あり」は

事前調査と比較し事後調査が有意に高かった（ウィルコクソンの符号付順位検定、

p<.05）。一方、「実践なし」は有意に高いとは言えなかった（ウィルコクソンの符号

付順位検定、p>.05）。行事シートを使用したことで、集団の中で自分の出番や役割

を見出すことができたと推察される。 

(ｳ) 共感的な人間関係に関する変容 

図 12 のとおり「相手の立場になって考えることができる」という「共感的な人間

関係」に関する質問において、「実践あり」は、事前調査と比較し事後調査が有意に

高かった（ウィルコクソンの符号付順位検定、p<.05）。一方、「実践なし」は有意に

高いとは言えなかった（ウィルコクソンの符号付順位検定、p>.05）。同様に、「友達

が困っているときに手を差し伸べることができた」という質問では、有意な差とま

ではいえないものの、「実践あり」は肯定群の割合が４ポイント増加した（ウィルコ

クソンの符号付順位検定、p>.05）。一方、「実践なし」は肯定群の割合に変化はみら

れなかった。行事シートを使用したことで、相手の考えを理解して思いやりをもっ

て行動することができたと推察される。 

イ 行事シート使用後の感想 

 図 13 及び 14 は、行事シー

トを使用した 148 名に、行事シ

ートの使用に関する調査結果

である。目標作成のしやすさ、

目標を考えることでの行事に

取り組む意欲の向上、振り返

りのしやすさ等の質問に対し

て肯定的な意見が 90％近くあ

ることが見て取れる。 

表１は、行事シートの活用

で、行事に対する取組に変化し

たことがあるかについての質

問に対する自由記述の一部で

ある。行事シートを使用するこ

図 12 共感的な人間関係に関する調査結果(％) 

図 13 行事シートの使用に関する調査結果(％) 
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とで、行事に対して積極的に取り組むことができるようになったという記述や充実

感や真剣さが増したという記述もあった。目標作成を経て、行事を自分事として捉

えることができるようになり、行事に取り組む姿勢に変化をもたらしたものと推察

できる。 

表２は、行事シートを活用したクラスの教員４名へのアンケート結果の一部であ

る。全ての教員が行事シートに対して肯定的に捉えていた。教員自身も生徒の行動

や成果を記録として振り返ることができ、指導の改善点を見つけることができたと

いう意見もあった。行事シートを活用することで、生徒と共に行事を振り返りなが

ら、指導方法を柔軟に調整できるため、より効果的な指導が可能になる。生徒一人

ひとりの成長に寄り添うことも、行事シートは教員にとっても非常に有用なツール

となるのではないかと考える。 

ウ 各行事シートの使用感 

図 15 及び表３は、行事シートを使用した 148 名に、

Ver.１と Ver.２のどちらの方が使いやすいと感じた

のかの調査結果と自由記述である。簡素化した Ver.２

の方が使いやすいという意見が多い一方で、Ver.１も

一定数いた。「最初から設定されている目標をもとに

自分の目標を考えられるので書きやすかった」という

意見もあり、具体的な目標を提示する方が取り組みや

すいと考える生徒もいることが伺える。しかし、Ver.

１の方が Ver.２よりも２回多く実践を行ったため、

表１ 事後調査での自由記述 

・昨年よりも積極的に行事に取り組めるようになった

・自分の目標がより具体的になり、行事に積極的に参加することができた

・目標を意識して行事に取り組むことによって充実感がうまれた

・自分の中で個人的な目標が作れたのでより行事に対する真剣さが増した

・今までよりも周囲を見て行動することができた

・意識することが自分だけでなく周りや学校全体になった

・行事により楽しむにあたって頭の中が整理できた

・明確な目標を立てることで自分がどんなことを頑張ればいいか考えやすかった

・クラスに対して想像しなかった方向からの貢献の仕方を見つけられた

行事シートの活用で、行事に対する取組に変化したことに関する自由記述（一部抜粋）

行事シートについて自由記述（一部抜粋）

・行事の中で、自分が発見できなかった部分の生徒の頑張りをシートを通して知ることができた

・三者面談でシートを活用して学校での様子を保護者に伝えるときにも活用できた

・特に、Ver２は短時間で目標作成ができるのがよい。行事へのモチベーションの向上につながっている

　と感じる

・回数を重ねるにつれ、記述内容が深くなっており、それに比例して行事への取組も良くなった

・学級掲示を取り囲んで楽しそうに話し合う姿をみるのが嬉しい

表２ 行事シートを活用したクラスの教員の自由記述 

図 15 行事シートの使用し

やすさに関する調査結果 
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Ver.１の記述の仕方に慣れた生徒もいるのではないかと推察される。 

Ver.２では、目標設定の手軽さを挙げている生徒が多かった。その中でも、「発想の

選択肢が既に配置されており自分に合ったものを正確に表しやすい」という意見もあ

り、行動の価値付けを与えることで「統合的調整」の段階の目標設定ができているこ

とが伺える。また、振り返りに関しても肯定的な意見があった。「目標に対する達成度

を具体的に数値化することで、その後の言葉で書く振り返りがしやすかった」という

意見もあり、自己評価を正確につけることが生徒の振り返りの質を向上させる要因で

あると推察できる。 

教員と生徒の感想や回答結果からみても、目標設定の手軽さや振り返りの質等の要

素から Ver.２を推奨する。 

 

５ 研究のまとめ 

(1) 成果 

   行事シートを活用することで、生徒の自己決定を促し行事への主体的参加を通して、

自己指導能力の向上が見込まれることが分かった。目標設定を通じて、生徒は自分の役

割や達成すべきことを明確にすることで、目的意識を持って行事に取り組むことができ

る。振り返りのプロセスを通じて、自分の行動や成果を客観的に評価し、改善点を見つ

ける力を養うことができる。この自己評価は、次回の学校行事や自身の行動に反映させ

るための重要なステップとなる。最後に、フィードバックを受けることで、他者からの

意見を取り入れ、自分の視野を広げ、より良い自己改善につながる。これらの活動を繰

り返すことで、生徒は自分自身を客観的に見つめ、自己指導能力を高めることができた

と考えられる。 

(2) 課題 

   行事シート Ver.１と Ver.２では、目標設定の仕方は共に誘導形式ではあるものの大

きな違いがある。Ver.１は具体的な事例が示されているが、Ver.２では示されていない

点である。事例を示された方が自分の行動をイメージしやすい生徒もおり、Ver.２の記

行事シートVer１の方が使いやすいと感じた生徒の自由記述（一部抜粋）

・最初から設定されている目標をもとにして自分の目標を考えられるので書きやすかった

・自分、仲間、学校という観点のなかでさらに３つに分けられていてやらなければいけないことや、

　気をつけるポイントが分かり、色々なことに気をつけて動けた

・各分野に関する大まかな目標(A、B、C)があったことで細かな目標作成がしやすかった

・設定したことに対して結果や反省が書きやすい

・自分が目標を達成したかどうかアルファベットで一目でわかる

・評価をつけやすい

行事シートVer２の方が使いやすいと感じた生徒の自由記述（一部抜粋）

・書くときの誘導がわかりやすかった

・内容がわかりやすく、目標設定がしやすかった

・発想の選択肢が既に配置されており自分にあったモノを正確に表しやすい

・立場を自分で選んでかけるところが良かった

・自分の行動を客観的に評価でき、具体的な数値で自己反省する事ができる

・自分で目標を設定して課題に取り組める

・目標に対する達成度を具体的に数値化することでその後の言葉で書く振り返りがしやすかった

表３ どちらのシートの方が使いやすいと感じたのか生徒の自由記述（一部抜粋） 
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述に時間がかかってしまった生徒もいた。 

ア 生徒自身に Ver.１と Ver.２を選ばせるということも、重要な「自己決定」になるの

ではないかと考えた。そのためには、教員の負担が大きい Ver.１の項目の選定や内容

の見直しをする必要がある。 

イ 今回の実践研究では Ver.１を３回、Ver.２を１回の実践になった。最初の学校行事

から Ver.２を使用した場合、目標作成に苦労するのではないかという意見もあった。

Ver.１と Ver.２の状況によっての使用タイミングを考える必要がある。 

ウ 今回の実践研究では、行事シートに取り組むタイミングを「目標作成」は行事の前、

「振り返りとフィードバック」は行事の後のような大まかなタイミングは決めたが、

詳細には指示していなかった。「目標作成」、「振り返りとフィードバック」の最適なタ

イミングやシートの内容の修正や確認をする時間を設けるべきなのかを検証する必要

がある。 
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